と ンー ジーー… ニ ーーーーーーーーー デ ーー 】 


ーー ニーーーーーーー 


が id の NAT 


テー プ を 聞く に は (再生 ) 8] 
・ メ モリ ー ボ タン の 使い ガ だ お …ーー…… 9 | 
角 昔 ける に は 
録 旨 レベ ル の 調節 
・ キ ヤリ ブレ ーション 機能 の 使い が だ 
| ・ 曲 向 に あき (プランク) を 作る に は 
| ミユ ー ジ ックス キャ ン ( 自 動 選 曲 ) 
再 守 録 音 ・ 目 覚 し 再生 ( 
ー お 買い あげ あり が と う ご ざ いま す 一 コン ビュ リンツ 機能 こつ いて ] 


ご 使用 前 に この 「 取 扱 説明 書 」 を よこ お 読み の うえ 、 正 し こ お 使い こ だ 知っ つて お いて ほし いこ と ナー 
さい 。 お み に な つ だ あと は 、 大 切 に 保存 し て くだ さい 。 お 手入れ の レガ だ 

デラ 詠 
製造 番号 は 品質 管理 上 重要 な も の で す 。 お 買い 上 げ の 際 は 製品 本体 に に か っ pe サー ビス 
製造 番号 が 正しく 記 され て いる か 、 ま た その 製造 番号 と 保証 書 に 記載 m | 
され て いる 製造 番号 が 一 致し て いる か に つい て お 確か めこ だ さい 。 8 仕様"… 襲 表紙 」 


@ ビ ピコ ア & ダ イレ クト 設計 の コン ビビ ネー ション 3 
ヘ ツ ド デ ツ キ 
・CD ダ イレ クト 入力 を 全 め 2 系 統 の 入力 端子 
・ ハ イ バ イ アス (210kHz) 
・ カ セツ トバ ハー フ 防 振 ス タビ ライ ザー 
・ 電 動 イ ジ エ ク トド ア 


@ ク ローズ ドル ー ブ プ デ ユ アル キャ ヤ プ ス タン メカ ニ 
ズム 
・DD( ゲ イレ フト ドラ イブ ) キ ャ プス タン モー ター 
・ メ タ パ ー ム 録音 オメ タ パ ー ム 再生 ヘッ ド & 2 ギヤ ッ プ フェ ラ 
イト 消去 ヘッ ド 
・ PCOCC* 採 用 の ヘ ツ ド 巻 線 


@ ピュ コア な 高音 再生 を 実現 する ドル ビーHX-PRO 
・ ド ルビ ーB/C NR 


@$ テー ブ の 特性 を 生 が お す キ ヤリ ブレ ーション 機能 
・ 録音 バ イア ス と レベ ル の 補正 が 可能 (調整 用 信号 発振 器 内 葉 ) 


@ その 他 の 持 長 
・ ミ ユー ジッ クス キヤ ン ( 前 後 99 曲 ) 
0 000 0 00 ララ 00 ニク シー 表 
志 か 
2 
2 に スー ノレ クノ ク 5 
・ す も と で 操作 で きる ワイヤレス リモコン (RM-RT515) 
2 IN 1 
コン ピヨ リ シノ 9 


ステ レオ を 間 く と き の エ チケ ッ ト 


音 の エチ ケッ ト 


ステ レオ で 音 繁 を お 楽し み に な る と き は 、 隣 近所 に 迷 悪 が が 
が ら な いよ うな 音量 で お 韻 き ぐだ さい 。 

特に 、 夜 は 小さ な 音 で も 周囲 に よく 通る も の で す 。 窓 を し め 
だ り 、 ヘ ツ ド ホン を ご 使用 に な る な ご お 互い に 届 を 配り 、 棋 
い 生 活 境 を 守り まし よう 。 

ce マコ クボ 碧 0 し プチ ウド 0 ドル マー ツク で 9 


安全 上 の ご 注意 


@ 家庭 用 コン セン ト (AC100V) に つ 
な いで お 使い くだ さい 。 


電源 周波 数 は 50Hz ま だ は 60Hz 
の どちら の 地域 で も その まま 和合 
用 で きま す 。 


電源 コー ド ・ ブ ラグ の 取扱 い 


@ 電源 コー ド を 抜く こと き は 必ず プラ グ を 持つ て 抜い て くだ さい 。 
コード を 引 つ 張 つ だ を り ぬ ね が だ まで さわ る と ショ ヨー ト や 感電 の 坊 
れ が あり の ます 。 


@ 電源 コー ド の 上 に 重い 物 を の せな いで ぐだ さい 。 
コー ド に 傷 が つい て 次 災 や 感電 の 原因 に な り ま す 。 


@ 電源 コー ド の 継ぎ 足し は 、 火 災 や や 感電 の 原因 に な り ま す 。 
電源 コー ド や ブラ ブ の 修理 は 販売 店 に ご 依頼 くだ さい 。 


@ 守 常 や 不具 合 が 起き 
だ ら 

万 一 、 異常 や 不具 合 が 発生 
し た と き は 、 電源 コー ド を 
コン セン ト ガ ら 抜 いて 、 販 
売店 に ご 連絡 くだ さい 。 
キヤ ビ ネ ツ ト を あけ て 内 部 に は 触れ な いで ぐだ さい 。 


水 な ご が こぼれ だ こと き 


セツ ト の 上 に 花 び ん な ご ど 水 の 入 
つ だ 容器 を 置 が な いで くだ さい 。 
万 一 内 部 に 水 が 入 つ だ 場合 は 、 
電源 コー ド を コン セン ト ガ ら 抜 
いて 、 販 売店 に ご 連絡 くだ さい 。 


に ビ コ ア カッ バー 大 野 コン ディ ニ ユ アス 
略 * ょ PCOCC : Pure Copper by Ohno Continuous 
キヤ ステ ィング ブ プロ セス 


Casting process( 単 結 旦 状 高 純 度 無 酸素 銅 材 ) の 略 で す 。 


園 電源 YSTANDBY( 切 )? に つい て 
本 機 は 電源 を *STANDBY( 切 )?/ に し て も 、 わ ず か が お が お 電流 が 流れ て 
いま す 。 長 期間 お 使い じ な ら な いこ と き は 、 電 源 コ ー ド を コン セン 
ト か ら 抜 いて お いて 節電 に 収 が け ま し よう 。 


引 


HX が 7 


使用 (設置 ) 場 所 の 環境 に つい て 
e 故障 な ご を 防止 する た め 次 の 場所 は 避け て くだ 
さい 。 


本 で 0 
ES Se で で Se 2 
つう 信 ン 、 4 


・ 直 射 日 光 が 当 だ る 所 や 暖房 器 の そば 


・ 湿気 や は ば こり の 多い 所 


・ ア ンプ や テレ ビ の すぐ そば ・ 極端 に 奪い 所 


・ 不 安定 な 所 


. 磁気 の 発生 する 所 ・ 寒 い 所 か ら 急 に 暖か い 部 屋 へ の 秘 動 
- 振動 の 激しい 所 
@ 長 時 間 使用 レ し な いこ とき は …… ひ … 


ご 旅行 な ど で 長 い 間 ご 使用 に な 
ら な いこ とき は 電源 コー ド を コン 
セン ト ガ ら 抜 いて お いて < こ だ さ 
い 。 (本 機 は 電源 を ^STANDBY 
( 切 )/ に し て も 、 わ ず が が 電流 が 
流れ て いま す 。 節電 に 届 が び が け ま し よう 。) 


@ 人 外国 で の 使用 は ……… 


本 機 は 日 本 国内 用 で す の で 電源 電圧 ・ 電 源 周 波数 の 異な る 外国 で 
は 使用 で きま せん 。 


TIMER ス イツ チビ に つい て 


TIMER ス イッ ツチ は 、 マ イマ ー を 合 
つて 「 留守 録音 / 目 覚 し 再生 」9 る 


| ンコ プレ イ TIMER 
と き に REC/ ま だ は "PLAY* に し me 
ます 。 そ れ 以 外 の と き 、TIMER ス 
イッ ツチ は *OFF/ で お 使い こ だ さ 
MM 


お 使い に じ な れる テー ブ プ は 


ee オート テ ー ブ セレ ント 方 式 に な つて いま す の 
で 、 テ ー ブ の 種類 は 自動 的 に 判別 され ます 。 
本 機 で お 使い に な れる カセ ツ ト テ ー プ は 次 の も の で す 。 


| バイ アス メタ ル タイ プ 
BIAS METAL(TYPEIV) 
IEQ  :70zs 


BIAS :HIGH(TYPEII”) 
EQ  :70s 


BIAS :NORMAL(TYPE 1 ) 紀 
EQ  :120gs 


カセ ツ ト テ ー プ の 取り 扱い か だ 


-・ テー プ に だ る み が あ り ま す と 、 

巻き 込ん だ り 、 故障 の 原因 に 

な り ま す 。 使用 する 前 に 右 図 ミ 
の よう に こし て だ る み を 取り 除 ( 
だ き 選 きり 

- テー プ を 引き 出し だ り 、 テー 
プ 面 に ふれ な いで こく ださい 。 
・C-120 ツ イプ の テー プ は 薄い だ 
め 、 巻き込ん だ り し や すい の 
で 、 で きる だ け 使 用 し な いよ 
2C る 且 きじ 


カセ ツ ト テ ー ブ の 保管 


カセ ツ ト テ ー プ は ケー ス な ど に 納め 、 炊 の よう な 場所 は さけ て 保 
営 し て くだ さい 。 

@ 混 気 や ホコ リ の 多い 所 

@ 直射 日 光 の 当 だ る 所 や 暖房 器 の そば 

@ テ レビ の 上 や スピ ー カ ー の 上 な ど 、 磁 気 の 影 響 を 受け や すい 所 


鉛筆 を 回 す 。 


nrFi の MnTFi で wet 入選 ビビ ヒ 


園 *TYPEII( ハ イボ ポジ ショ ン ) の テー プ は 、 フ ロー ハム (CrO。) テ ー プ の こと で す 。 


園 フェ リフ ロー ハム テープ (TYPEII) は 、 特 性 が 合い ませ ん の で 使用 し な いで ぐだ 
さい 。 


は 


錠 昔 


部 


ーPOWER( 電 源 ) ボ タン と STANDBY ラ ンプ 


電源 の ON( 入 )@STANDBY( 切 ) ガ が で きま す 。 STANDBY( 切 ) の 
と き は 、STANDBY ラ ンプ が 点灯 し ます 。 


go 
の 名 前 ー ロ 内 の 数 字 の ペー ジ に 説明 が あり ます 。 一 


INPUT LEVEL 調 節 つ まみ 回 一 
錠 提 入力 レベ ル を 調節 し ます 。 


カワ ンダ ター 数 字 を 7.0 り に す 
る と き 使 いま す 。 


BLANCE 調 節 つ まみ ー、 
LINE 入 力 の と き の 左右 の バ 
ラン ス を 調節 し ます 。 
ーーMEMORY ボ タン 回 


ーー ^OPEN/cC6SE ポ タン 


カセ ツ ト ホ ル ダ ー の 開閉 が で きま す 。 
(電源 の ON/STANDBY に 関係 な ぐ で きま す 。) 


REC CALIBRATION つ まみ 


・LEVEL : テー プ 感 度 の 補正 
・BIAS 録音 バイ アス の 補正 


本 N ーー MNO 00000NNINNNRM0NMNUOM 人 NN SRINNBNN 


TIMER ス イッ ツチ 


貼 販 の タイ マー を 使う と 、 希 望 の 時 刻 に 
上 再生 が でき ます 。 


4 


田 モ ニタ ツー は 
録音 ・ 再 生 を 始め る と 自動 的 に 「 テ ー プ モニ ター」 に な り ま す 。 
テー プ に 録音 され だ 音 を 聞く こと が で きま す 。 
「 ソー スモ ニタ ダー に する と 録音 され る 前 の 音 を 聞く こと が で きま す 。 


N 
ol 
( ION 


SS 

遇 ie ま 
ニー ゴゴ 6: 
隊 

を H 


カセ ッ ト ホ ル ダ ー 
リモ コン 受光 部 回 
(REMOTE SENSOR) 


MONITOR ボ マン ーーー- 
Ge K 放 の ーー ッッ だ 
ニタ ー」 に 切換 わり ます 。 


PHONES 端 子 と PHONES LEVEL つ まみ ーーーー 
ヘッ ツ ド ホン (市 販 品 ) を つなぎ ます 。 


表示 窓 


キヤ リプ レー ショ ヨン 表示 ビ ピー クレ ベル メー ター( 下 欄 の 説明 参照 ) メモ リー 表示 加 一 一 、 テー プ カ ウ ンタ ー/ デ ジタル 
| | ピー ンク 表 示 
| | | 選曲 時 は 選曲 数 
LEVEH SU MENSNLSMNS 人 1 ニュ ニ まこ っ っ > 
( ( 
IBIAS | IR_ INS 所 


SoMReEllTAE5 SSJUAR | pH PA [REc] 0 


1 


還 旨 テー ブ の 天 お よび HX PRO 表 示 

モータ - 表示 メカ モー ド 表 示 音 ガ イド 表示 録音 時 に 自動 的 に 表示 され ます 。 
マル チ プ レッ クス フィ ル ダイ レン ト - 
MPX FILTER ス イツ チー 、 | CD DIRECT ス イツ チ 
FM ステ レオ 放送 を ドル ビーNR 録 音 する と き _ ON - CD プレ ー ヤ ー の 音 を 直接 録音 
*=ON" に し ます 。 1 る と き 


通常 は \ 時 OFF* で 使い ます 。 時 OFF/LINE : ステ レオ アン プ ガ ら の 音 を 録音 
する と き ぎ き 


Victor 


L_ laL_ | 1・ 


| 捉 テ emem @ に 】 
DISPLAY MODE ボ マタ ンー ーー =DIGITAL PEAK CALL ボ マン 困 
表示 窓 を 「 テ ー プ カウ ンタ マー デジ タル ビー デジ タル ピー グ 表 示 の 最大 値 を 確認 し た り リ セツ ト す 
表示 」 に する と き 使 いま す 。 る と き 使 いま す 。 


カセ ッ ツ ト 操 作 ボ タン 


較 ( 停 止 O CREC/REC MUTE) 


ぐ (巻き 戻し ' ・ 録音 する こき この ボタン を 押し な が ら と ボタ ン を 
1 3 (再生 ) 34 まだ は pe ボタン こ と 同時 に 押す と ミュ ユー ジッ ツク グ ス 押し ます 。 人 音 中 に 押す と 適度 お あき (ブラ ンク ) 


キヤ ン ( 目 動 選 曲 ) が で きま す 。 


を 作る こと が で きま す 。 
HH (PAUSE) 
・ テー プ 走 行 を 一 時 的 に 止め た いと き 押 し ます 。 
> ボッ ン を 押す こ 解 際 と れ ま す 。 
REC CALIBRATION 2 


pe ( 宇 送 り ) 


園 ビ ー ク レベ ル メ ー タ ダー 上 の 0OVU や HK 表示 は … 
・OVU : 従来 の EIAJ の 基準 レベ ル (160nWb/m) 
・ HKLI : ドル ビーNR の 基準 レベ ル 
・OdB : IEC(JIS 新 EIAJ) の 基準 レベ ル (250nWb/m) を 表し て いま す 。 


5 


リモ コン の 使い が だ 


/ ーー | 王 ゴ ン 受 部 


ictor 


[ーー ビ 川 ビ レー 


円 回 回 回 


に コー コト ーー ーーーーー ツ トコ ーーー ゴ @ 


N 


主 な ボタン の 働き 口内 の 数 守 の ペー ジ に 説明 が あり ます 。 一 


うら 5 カセ ッ ツ ト ホ ル ダ ー を 開け だ り 閉 の め る と き 使 いま す 。 


ー ke と wi (ミュ コー ジッ フス キャ ン ) ボ タン 
曲 の 頭 出し ( 王 ユ ー ジ ックス キャ ヤン ) が で きま す 。 


se Victor ] ※ 説 有明 の な い ボ タン は 、 本 体 (TD-V515) と 同じ 機能 を 持つ て いま す 。 


リモ コン の 正しい 使い ガ だ 


@ 受光 部 に 正しく 向け て ボタ ン を 押し ます 。 

@ 探 作動 胃 は 受光 部 正面 より 約 7 m の 範囲 で す が 、 型 めか ら 操 作 す る と 短く な り ま す 。 

@ 受光 部 に 邊 軸 日 光 や 嶋 明 器 具 の 強い 光 を あて だ り 、 受 光 部 の 前 に 物 を 置か な いで ぐだ さ 
い 。 (動作 し な いこ と が あり ます 。) 


電池 の 入れ か だ 
『/ 裏側 の だ を あけ レン 電池 ( 単 3 形 3 ふ だ を し め る 
と 2 本 ) を 入れ る @ 昌 電 池 を 交 拠 する に は 


マイ ナス ( 〇 ) 側 に 電池 


を 押し な が ら 取 り 出 し 
ます 。 
付属 の 昌 電 池 は 動作 催 
議 用 で す 。 千 目 に 新 し 
い 単 3 形 玉 電 池 ご 交換 
し CC くださ し 。 
較 乾 電池 の 交換 時 期 ( 目 安 ) は 較 間 電池 の 正しい 使い だ 
リモ コン 操作 の で きる 距離 が 短く な っ つ だり 動作 が 不安 定 に な つて きた とき は 、 ・ 乾電池 の プラ ス ゆ や と マイ ナス の の 向き を 表示 通り 正しく 入れ て くだ さい 。 
電池 が 消耗 し て いま す 。 ・ 新しい 乾電池 と 一 度 使用 し だ 乾電池 、 ま だ は 種類 の 違う 乾電池 を 混ぜ て 合 
2 本 と も 新しい 単 3 形 台 電 池 (SUM-3 な ど ) ど 交換 し て くだ さい 。 用 し な いで くだ さい 。 


・ 長い 間 ご 使用 に な ら な いと き は 、 乾 電池 を 取り 出し て お いて ぐだ さい 。 


、 。 
接続 の し レガ だ ー す べ て の 接続 が 終わ る まで は 電源 を 入れ な いで こ だ さ い 。 一 
TE エキ TYOIIY77 す 79 す DFh キ h エ ト 「 す 「 す 「 す すす すす ⑨ ヨ 3 いい ト * ハ め > き す 。 hooubu Ho ヨ ヨー サヨ p ヨ ppーーpp ド pppーーーpppー ーーpーppーgeg ヨ 。gp ャ p ャ p ャ sp ャ gs ャ s ャ ー=>> に =--=opoo っ oo。 


ステ レオ アン ソフ プ 部 


へ 別売 の の 
接続 コー ド (CN-120A) 


6) 
5 
sar 
較 旧 
LIL 
@ 
COHPU HNK- 3 電源 コー ド 
@ 5YNeHRO 
il 


へ 銀 ! 接続 コー ド (CN-120A) 
D 音 
タ 全 
ク 
ト OUTPUT covuuNes 。 $%CD プ レー ヤー と シン クロ 録音 する と き 
入 SYNCHRO は 、 別 売り の 接続 コー ド で デッキ 部 と 
8 eye 
COMPU LINK-3 志 は COMPU LINK-1 
SYNCHRO ー SYNCHRO 
端 チ を つなぎ ます 。 
別売 の の ビン コー ド 
(CN-710 PRO な ど ) @ コン ピュ リン ンク 機 能 こ つい て 詳し こく は 
出力 端子 が 2 系 統 あ る 6 ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 
弊社 の CD プレ ー ヤ ー 
本 機 の 電源 コー ド に は 白い マツ マーキング が 片側 こ に 入 つて いま す 。 
ご これ は 将 機 器 の 電源 コー ド の 極性 を 合わ せる こと に よ つ て シ 
ステ ム へ と し て の 極性 を 合わ せ 、 よ り の よい 音質 を 得る だ め の も 
00 で ⑨。 
屋内 配線 や 電源 事情 に より 思 な り ま す が 、 一 般 的 に は コン セ 
ント の 差し 込み 口 の 長い 方 に マー キン ブ が こる よう に 差し 込 
み ま す 。 
本 機 の 設置 に つい て 


ステ レオ アン プ と 直接 重ね だ り テ レビ の そば に 設置 する と 、 雑 昔 
(誘導 ハハ ) を 生ずる こと が あり ます 。 ス テレ オア ンプ や テレ ビ と 
は 十分 な 間隔 を と つて ご 使用 くだ さい 。 


園 付 属 の ビン コー ド は 曰 色 の プラ グ を LEFT( 左 ) チ ヤン ネル に 、 赤 色 の プラ グ を 
RIGHT( 右 ) チ ヤン ネル に 揃え て お きま すこ と 、 接 続 ミ ス が 防げ ます 。 

園 ブ ラブ は し つか が り の 差し 込ん 々 る で くだ さい 。 不 完全 な 接続 は 雑音 の 原因 に な り ま 
す 。 


/ 


省 電源 を 入れ る テープ を 入れ る 


Fm 


・ 表示 窓 が 点灯 し ます 。 


OPEN/CLOSE 


・ 聞き だ い 面 を 


ナ ー プ を 周 く に は (再生 ) ー 番 号 順に 操作 し ます 。 一 


挙 備 


@ 電源 を 入れ る 前 に TIMER ス イツ チ を ^OFF" に し て お きま す 。 


テー ブ の NR モー ド 
に 合わ せる 


ーー DOLBY NR 一 一 
= ON 邊 OFF =C 大 B 


和 貼 則 


el 


2] 


ドニ 1 に 


リエ イコ ゴー エー ゴゴ 


押す 只 再 生 スタ ー ト 


MUSIC SCAN 


ーー OUT デ 


・ 自 動 的 に テー プ モ ニタ ー に な り 、 表 示 窓 に [TAPE| が 表示 され ます 。 


人 ホン を 使わ ず に カセ ッ ト ホ ル ダ ー を し め る に は 


テー ブ プ を 入れ 、 カ セッ ト 操 作 ボ タン の 、 ゅ pg 、<4 ま だ は ll ボタ ン 
の いざ ずれ が を 押し ます 。 カ セツ ト ホ ル ダー が 上 自動 的 に し まり 、 押 
し レ し だ ボタ ン の 動作 に な り ま す 。 

例え ば すぐ テー ブ プ を 聞き だ いと き 

① 人 AS ボ タン を 押し て カセ ツ ト ホ ル ダ ー を 開け る 。 

②⑨ テ ー ブ プ を 入れ る 。 

③ ボタ ン を 押す 。 

以上 の 操作 で テー プ を 園 く こと が で きま す 。 

(カセ ツ ト ホ ル ダ ー を 直接 押し て し め る こと も で きま す 。) 


ワン ダッ ツチ で テー ブ を 再生 する に は 


カセ ツ ト テ ー プ が 人 入 つて いる と き ゅ lg ボタ ン を 押す こと 、 自 動 的 に 電 
源 が 入り 再生 ガス ター ト に し ます 。 


較 録 音 時 と 再生 時 で DOLBY NR スイ ツチ の 状態 が 異な り の ます と 、 音 質 ガ 変わ り 
ます の で ご 注意 こく だ さい 。 

園 カ セツ ト ホ ル ダー が 開い て いる と き 電 源 を *STANDBY( 切 )′/ に する と 、 カ セ 
ツ ト ホ ル ダ ー が 自動 的 に し まつ て か ら 電 源 が *STANDBY( 切 )/? に な り ま す 。 
園 電 源 ^STANDBY( 切 )/ の と き 人 4A ボ タン を 押す と 、 カ セツ ト ホ ル ダー は 開き ます 

が 電源 は 再び YSTANDBY( 切 )/ に 戻り ます 。 


@ 信 中 で 再生 を や め る に は … 
還 ( 停 止 ) ボ ツン を 押し ます 。 


テー プ カ ウ ンダ ター の 使い か だ 


・ 電源 が 和信 る と 表示 窟 に .7 の 7 が 表示 され ます 。 テ ー プ が 走行 す 
DGP "0 の 0 シテ ー 2 + と し て 動作 し ます 。 
この リニア テー プ カ ウ ンタ マー は 、 C-46L、C-60 お よび C-90 を 合 
用 し だ と き お よそ の 走行 時 間 を 分 ・ 秒 (減算 機能 付 ) で 表示 し ま 
す 。 ご の 表示 は 実際 の 走行 時 間 に 対 し 、 1 分 程度 の 誤差 が あり ま 
すず 。 C-30 や C-46、C-80 等 で は さら に 誤差 ガ が 大 きこ なり ます 。 ま 
だ 同じ 長 さ の テー プ で も 、 テー プ の 厚み な ご の バラ ツキ で 異な 
つ だ 時 間 を 表示 する こと が あり ます 。 

@ カウ ンター 数字 を りり に する に は … 

・ テ ー プ カウ ンマ ター 表示 の と き 、 


本 体 ま まだ は リモ コン の RESET 
ボタ ン を 押し ます 。 


TAPE. COUNTER 


園 * ラ ー ジ ハブ プ : テー プ の リー ル ( ハ プ ) 部 分 の 直径 が 約 27mm 前 後 の カ セツ ト 
ゴジ 


/ 】1 時 


・ 録音 や 再生 の 後 で テー プ を 巻き 戻し て お い だ り 繰り 返し て 韻 き 
だ いと き は 、 MEMORY ボ タン を 使い ます 。 


操作 の し か だ 


(止め だ い 所 で ) カ ウン ダー を リ 
セツ ト し MEMORY ボ タン を 押す 。 


TAPE COUNTER 


MUSIC SCAN 


ーー バーー 隊 


RESET MEMORY 


Se ト 2 グ 
MEMORY 


自動 停止 


早送り 巻き 戻し 
・ 早 送り まだ は 巻き 戻し で 9.5 ど び 位置 に へ ぐる こと 自動 停止 し ま 
9。 


@$ メモ リー 動作 (自動 停止 ) は 早送り まだ は 巻き 戻し 時 の み で す 。 


@ MEMORY ボ タン を も うつ 一 度 押す と メモ リー は 解除 され ます 。 
まだ RESET ボ タン を 押し て カウ ンダー 数 字 を 77.7 り に し だ と き 
も 解 際 され ます 。 


・ 良 い 音 で 録音 ・ 再 生 す る だ め 、 
お よそ 10 時 間 使う ご と に ヘッ ツ 
ド を 清掃 し まし よう 。 


っ | 


準備 


| ず 電源 を 入れ る 


テー ブ を 入れ る 
POWER 
表示 窓 が 点灯 レ ます 。 


7 


OPEN/CLOSE 


音 す る に は 一 番号 只 に 操作 し ます 9 一 


@ 電源 を 入れ る 前 に TIMER ス イツ チ を \OFF? に し て お きま す 。 
@ カセ ツ ト の 誤 消 去 防止 用 の ツメ が 折れ て いな いこ と を 確か め ま す 。 


(リー ダー テー ノ の 部 分 は 、 先 に 送 つ て お ぐ ) 


録音 し だい 入力 を 
選 記 


CD DIRECT 「 
ュ ON』OFF/LINE 音 し だ い 
中 ソー ス に 合 | 
・ 録 音 し だ 


わせ て 押し 
ます 。 | 


い 面 を 
前 に する 。 


9 


el 


ロロ ロロ 


の RS 


ーー DOLBY NR 一 一 | REC/ PAUSE 
E 


= ュ ONmOFF =C』B | REC MUT 


DOLBY NR シス テム ハム に つい て 


・ サ ー と いう テー プ の ヒス ノン イズ を 低減 する 目的 で 開発 され だ の 
が ドル ビーNR シ ステ ハム で す 。 
・ ド ルビ ーNR シ ステ ム へ の B タ イプ は 一 般 普及 用 で 、C タ イプ は B 
イプ より ノイ ズ 低 減 効果 が 高く な つて いま す 。 
ドル ビーNR シ ステ ハム は 、 雑 音 が 且 に つき や すい 高 域 の 部 分 を や 
や 強め て 録音 し 、 再生 時 に その 分 だ け 補 め て 元 に 戻し ます 。 ご 
の と き 、 テー プ の ヒス ノイ ズ も いつ し よ に 到 め る だ め 、 音質 は 
変化 せ はず に 、 有 絞め だ 分 だ け ノ イズ が 低減 され ます 。 


高城 だ け の ノイ ズ を 低減 する と 、 中 低 域 の ノイ ズ が 目 だ つ の で 、 


C タ イプ で は 、B タ イプ より も 低い 帯域 が から ノイ ズ 低 減 を 行 つ て 
いま す 。 


(ソー スモ ニタ ー に な り ま す ) | 


| ・BALANCE つ まみ は LINE 入 力 


録 弟 レベ ル を 調節 
すず る の ゥ 回 ペー ジ 参 照 


MUSIC SCAN 
及 - 


の と きのみ 働き ます 。 


・ 自動 的 に テー プ モ ニタ ー に な のり 、 


ドル ビーHX-PRO と は … 


高 域 成分 を や ぐ 芝 ん だ ソー ス を 銀 音 する こ 、 そ の 高 域 信号 が バイ 
アス と し て 作用 する だ め 実 効 的 な バイ アフ 電流 ガ 変 化し て し まい 
ます 。 ご の だ め 、 低 域 信 号 の レベ ル や ひざ ずみ が 変化 し た だり 、 高 域 
信号 の 師 和 レベ ル が 低く な つて し まう な どの 現象 が 生じ ます 。 
ドル ビーHX-PRO は 、 入 力 信号 の 高 域 成分 の 変動 に 対 太 し て 実効 パ 
イア スガ 一 定 に な る よう バイ アノ 電流 を コン トロ ー ル する シス テ 
ム で 、 低 域 信 号 の レベ ル や ひずみ の 変化 を 低減 さる せ る と と も に 、 
高 域 信 号 の 飽和 レベ ル を 大 幅 に 改善 する こと が で きま す 。 


・ ド ルビ ーHX-PRO は 銀 音 時 に 自動 的 に 働き ます 。 こ の シス テム を 
使 つて 録音 し だ ダイ ナミ ッ ク お 音 は 、 ド ルビ ーHX-PRO の な い デ 
ツキ で 再生 し て も 同じ 効果 が 得 ら れ ま す 。 

・ ド ルビ ーHX-PRO は ノイ ズリ ダク ショ ン で は あり ませ ん 。 


園 録 音 時 と 再生 時 で DOLBY NR スイ ツチ の 状態 が 異な り の ます と 、 音 質 が 変わ り 
ます の で ご 注意 くだ さい 。 

園 ド ルビ ーNR シ ステ ハム を 使用 し な いと き は 、DOLBY NR スイ ツチ を *OFF? に レ 
て お きま す 。 


園 * ま ドルビー ノイズ リダクション お よび HX-PRO ヘ ハツ ド ルー ム エ フ ステ ンション 
は ドル ビー ラボ ラ ト リ ー ズ ライ セン シン プ コ ー ポ レー ショ ング から の 実施 権 に 
基づき 製造 さま れ て いま す 。HX-PRO は バン グ ア ン ド オル フ セ ン の 考案 で す 。 ド 
ルビ ー、DOLBY、 ダ ブル D 記 号 HL 及び HX-PRO は ドル ビー ラボ ラ ト リ ー ズ ラ 
イセ ン シ ン グ コ ー ボ ポレ ーション の 登録 商標 で す 。 


|// . 良 い 音 で 録音 ・ 再 生 する だ め 、 
 ( 還 P 闘 お よそ 10 時 間 使う ご と に ヘッ 
LT HH ド を 清掃 し まし よう 。 
の = 『 = ー 
上 まな お 録 弟 レベ ル の 設定 と は ……… 


昌 と O ボ マン を 押し て モーター を \SOURCE^ 
に する 


レン 録音 レベ ル を 調節 する 


NR トワ 2 INPUT LEVEL 
し 】 内 6 


7 の dB 表示 
・ー (1dB ス テツ プ ) 


・ レ ベル メー ター お よび デジ タル ピー グ 表 示 を 見 な が ら 
下記 の よう に 合わ せる 。 


ぁ s プ ー マ ル テー ブ プ (TYPE { ) の 場合 
” ハイ ポジ ショ ン テ ー プ (TypEIl ) タロ 


dB 一 30 20 15 12 10 8 6 ovu2IO 2 4 6 士 8 


し 
R 
町 REC 1 
ノー マル / ハ イボ ポジ ショ ン テ ー プ の 録音 ガイ ド 

音 が 入力 され だ と き 、\ 十 2 dB/ が 点灯 する よう に 合 


・ 一 鼻 大 きい 
わせ ます 。 
@ メタ ル テ ー ブ (TYPEIV) の 場合 


dBー30 20 15 12 10 8 6 ovu2BO 2 4 6 士 8 
LE DTE FE EE 


R 


Ll REG IV 
メタ ル テ ー プ の 録音 ガイ ド 


・ 一 番 大 きい 音 が 入力 され だ と き 、" 十 6 dB が 点 訂 する よう に 合 
わせ ます 。 


デジ マル ピー ン 表 示 の 最大 値 の 呼び 出し と リセ 
ッ ト 


DISPLAY 9GI2AL PEAK 、! 
に ヽ 、 に 2 


了 


デジ タル ビー ク DIGITAL PEAK 還 と 
表示 に 切換 え … CALL ボ タン を 押す 。 リセ ツ ト さ れ 、 am 


値 ザ が メモ リー され ます 。 


お 使い じ に な る テー プ の 飼 和 レベ ル * ぎ り ぎ り に 録音 の 最大 レベ ル を 

記 め きる こと で @。 

@ 録 韻 レベ ル が 低 す ぎる と テー プ 特 有 の 雑音 (に スン イズ ) ガ が 目 立 
つ 録 音 に な り ま す 。 

@ 録 韻 レベ ル が 高 す ぎ て 飲 和 レベ ル を 超え る と 音 が 割れ を ひずみ 
の 多い 録音 に な り ま す 。 


記 利 レベ ル は テー プ の 種類 に よ つ て 異な り ま す 。 本 機 は テープ の 
種類 録音 レベ ル の 上 限 が 表示 され て いま す の で ご これ を 目安 に し 


て 上 まな 録音 レベ ル を 設定 し て くだ さい 。 
* 語 利 レベ ル と は …… 
二 eb 録音 入力 を だ ん だ ん 大 きぐ し て い 
ぐ と 、 出力 は これ に 比例 し て 大 き 
ご な り ま す 。 レ か し 、 あ る 一 定 の 
和 レベ ル に 達する と 出力 は ふえ な こく 
べ な り 、 そ れ 以 上 の 入力 を 加え る と 
ル 出力 は ひ ず ば ん で し まい ます 。 ご の 
べ べ ベル と いい 
PR と き の レ ベル を 飽和 レベ ル と 


ます 。 


ー「 ワン ポイ ント ト 


@ デジ タル ビー 表示 は 


ビー グレ ベル メー ター と 連動 し て 録音 (まだ は 再生 )〉 ル レベ ル の 
最大 値 を 、 十 1 一 十 8 dB の 数 字 で 表示 し ます 。 箕 右 の チ ヤ ン ネ 
| ル の うち 、 ご ちら ガ が 高 い 思 の レベ ル を 表示 し ます 。 
・ 十 8 dB 以上 で は 
・ 0 dB 以下 の こき は 


表示 され ます 。 


、 大 切な 録音 を 消さ な い だ め に 


カセ ツ ト テ ー プ に は 誤 消 去 防止 用 の ツメ (ツブ) が つい て いま す 。 


@ 再び 録音 し だ たい と き は ツメ の 穴 
を セロ ハン テー プ な ご で ふさ ぎ 
ます 。 


@ ツメ を 折 つ て お ぐ と 録音 (消去 ) 
が で き な ぐ な り 、 誤 つて 消し て 
し まう ここ と が 防げ ます 。 


テー プ の 種類 
セロ ハン テー プ 検出 穴 


A 面 用 ツメ 
B 面 用 ツメ @$ テー プ の 得 類 検出 
穴 は ふゆ さ が な いよ 


うし て くだ さい 


軒 録 音 レ ベル の 調節 に つい て 
レベ ル メ ー タ ー の テー プ 表 示 は 目安 で す 。 テ ー プ に よ つ て 特性 は 異な り ま す 
の で 、 お 使い に な る テー プ に 合わ せ て 録音 バイ アス や テー プ 感 度 の 補正 を す 


る の が 効果 的 で す 。 層 ペー ジ の キャ ヤリ プレ ーション 機能 を ご 利用 くだ さい 。 


園 あ な だ が テー プレ コー ダー で 録音 し を も の は 、 個 人 と し て 楽し び が な どの ほか 
は 著作 権 法 上 、 権 利 者 に 無断 で 使用 で きま せん 。 


! 苗 す る に は , っ っ ぁ ) ー 番 号 順に 操作 し ます 。 一 


・ カ セツ ト テ ー プ に は 様々 な 種類 が あり 、 同じ メー カー の 同じ テ 
ー プ ポジ ショ ン の も の で も その 特性 は わ ず ガ ずつ 異な り ま す 。 
本 機 は オー ト テ ー プ セレ クト 方 式 に より 、 それ ぞ れ の テー プ に 
合 つ を バイ アス 電流 や イコ ライ ザー 特性 が 得 ら れ ま す が 、 江 麗 
に は これ で 最適 な 録音 特性 が 得 ら れ だ こと は 言え ませ ん 。 お 使い 
に な る テー プ の 特性 を 最大 限 に 生 ガ おす に は 、 テー プ ご と に 銀 音 
バイ アス 電流 と テー プ 感 度 を 補正 する の が 効果 的 で す 。 
ドル ビーNR 万 式 を 使 つ て 録音 する 場合 、 録 音 時 こ 再生 時 の レベ 
ル を 合わ せる こと に よ つ て ドル ビーNR の 効果 が 生 ガ され ます 。 


調節 の し か だ 
テス トト ー ン を 録音 し な が ら バ イア ス 埋 流 と テー プ 感 度 の 補正 を 
行い ます 。 


CALIBRATION ボ マン を 押し な が ら P ボタ マン 


を 押す 


・ 表 示 窓 は キヤ リプ レー シ 
ョ ヨン 用 の メー ダー に な り 
テス トト ー ン が 銀 音 され 
ます 。 


REC 
CAUBRATION 


fY ・ 


押し な が ら … 


上 下 の メ ー タ ー の 振れ が 同じ に な る よう に 
BIAS つ まみ を 調節 する 


ー BIAS 


80 で ん) 120 


キヤ リプ レー ショ ン の メー ダー 


LEVEL Ph3hEaPRPE の DR 


BIAS | 還 区 上 還 表 時 時 時 8 上 9RSN ES BEE REG EESGB PS 


1 


メー ター の 上 下 の 振れ を 同じ に する 


回 8 妥 BEHB EBEST EEHEIE MEG50NS9 IGE 


ES II WIOAAOOCOOOONMSE 


TAPE PLAY | REC | 


園 メ タル テー ブ の 場合 、 BIAS つ まみ の 変化 量 に 対し 周波 数 特性 の 変化 は ノー マ 
ル テ ー プ や ハイ ボ ポジション テー プ に 比較 し て 少な ぐ な り ま す 。 ま だ テー プ に 
よ つ て は 、 本 機 の 調節 範囲 ( 土 20%) で は 最適 バイ アス 電流 に 調節 し きれ な い 
こと が あり ます 。 ご これ は テー ブ プ の 特性 の 違い に よる も の で す 。 


LEVEL 一 CALIBRATION 一 BIAS 


上 3 dB の 範囲 で テー プ 感 度 


を 補正 し ます 。 流 を 調節 し ます 。 


上 下 の メ ー タ ー が 4A 表 示 の と ころ まで 振れ 
る よう に LEVEL つ まみ を 調節 する 


CEVEE 一 


⑩ 


ー-3(dB)+3 
信和 表示 に 合わ せる 


ERNINRNNN ME MEMS 


HESEERNENRIE ER 


」 


以上 で 最適 バイ アス 電流 が 得 ら れ 、 テ ー プ 感度 が 補正 る を れ ま し だ 。 
いつ だ ん テー プ を 巻き 戻し 、 テス トト ー ン を 消去 し て ガ ら 銀 音 し 
て ぐだ さい 。 


バイ アス が 浅い (ひずみ が 増 


・ パ バイアス が 浅い 肖 
え 高 域 が 持ち 上 が る ) 


と き (80 守 亡 向 )、 
深い こき (120 
方 向 ) の 周波 数 人 
特性 は 右 図 の よ (dB) 
うに な り の ます 。 


バイ アス が 深い (ひずみ が 減 / 
り 高 域 が 下がり 気味 に ) 
周波 数 (Hz) -w 


時 キヤ リブ プレ ーション 中 は 、 モ ニタ ダー 状態 に 関係 な く モ ニダ ター 音 は 聞こ えま せ 
ん 。 


目 血 旦 
ll 一 8『 昌 の 思 


・ 録音 中 の 不要 な 部 分 を カッ ト し た のり 、 曲 間 に 適 度 な あき (ブラ ン 
ク ) を 作る と き は 、O(REC/REC MUTE) ボ タン を 使う と 便利 で 
9。 


録音 中 に 約 4 秒 の あき を 作る に は 


REC/ 
REC MUTE 
し LA ES 2 


「 ボ ン 」 と 押 し レ て 離す 。 


表示 が 点滅 し 、 テ ー プ に は 何 
も 録音 され ず 先 に 進み ます 。 


約 4 秒 後 に ビ テ ー ブ ガ 上 息 動 停止 し 、 録 
昔 ・ 一 時 停止 状態 に な おり ます 。 


信人 @ あ @ の の 


押し て いる 間 テ ー プ に は 何 も 銀 音 さ 
れず 完 に 進み ます 。 


指 を 離す こす ぐに テー ブ プ が 上 自動 停止 


4 秒 以 上 押し 続け る 。 SRS 
し 、 録 音 ・ 一 時 停止 状態 に な り ま す 。 


e 4 秒 以 下 の あ き を 作る に は ……… 


・ 録音 中 、 無 録音 に し だ たい 部 分 に まだ ら ……… 
O(REC/REC MUTE) ボ タン を 押し だ た 後 、 一 時 停止 状態 に な る 前 
に (再生 ) ボ タン を 押す こと 再び 録音 状態 に な り の ます 。 ま だ 、 ァ 
ボタ ン の 代わ り に ll(PAUSE) ボ タン を 押す と すぐ 録音 ・ 一 時 停 
止 状態 に な り ま す 。 


ワン ポイ ント 
@ CD ダイ レト 入力 に つい て | 
JJ ペー ジ の “接続 の し が だ "の よう に CD DIRECT 端 に CD プレ 


ー ゼ ヤー な ご を 接続 し て お きま す と ステ レオ アン プ を 通さ ざ ず 、 
直接 信号 が 入力 され ます 。 
また 本 機 の BALANCE つ まみ も 関係 な こく な り ま す の で 、 信 号 経 


路 の 短く な り 原 音 に 忠実 な 録音 が び で きま す 。 銀 音 する と き は 
CD DIRECT ス イツ チ を 入力 に 合わ せ て 切換 えて ぐだ さい 


園 | リ モコ ン の 場合 ' 
O (録音 ) ボ タン を 押す こと 自動 的 に 約 4 秒間 の あき (プラ ンク ) を 作 つ て 、 銀 音 ・ 
一 時 停止 状態 に な り ま す 。 
この 場合 、 押 し 続け て も 4 秒 以 上 の プラ ン フ を 作る こと は で きま せん 。 


錠 昔 し だ 音 を 消す に は (消去 ) 


録 昔 済み の テー プ に 新しく 銀 音 する と 、 前 の 音 は 自動 的 に 消 
えて 新しい 音 だ け に な り ま す 。 


@ 無音 テー ブ プ を 作る に は 


7 誤 消去 防止 用 の ツメ が 折れ て いな いこ と を 確か め テ ー プ 
を 入れ る 


る INPUT LEVEL 調 節 つ まみ を MIN” に する 
き O 〇 ボタ ン を 押し だ まま ボタ ン を 押す 


@ 録音 状態 を 確認 する に は 

本 機 は 録音 へ ヘ ツ ド と 再生 へ ヘ ツ ド お よび 消去 ヘ ツ ド が 、 独 立 し 
だ 3 ヘ ツ ド 訪 式 に な つて お り の ます 。 

下 細 され る 前 の ソー ス の 音 と 、 録 音 さ れ だ テー ブ の 音 を MONITOR 
ボタ ダン の 切換 え で 韻 き 比べ る こと が で きま す 。 


録音 中 に 切換 える と 
- 録音 レベ ル 調 節 の 適否 に 


・ ヘ ツ ド 等 の 活 れ に よる 昔 貸 劣化 
等 が 確認 で きま す 。 


に 
AS 


ン ( 自 動 選 曲 ) 


@ ニ コー ジッ クス キャ ヤン と は 
曲 と 曲 の 問 の 何 も 録 音 さ れ て いな いあ き ( 4 5 秒 以 上 の ブラ ン 
ク ) を 検出 する こと に よ つ て 曲 の 頭 出 し を する 機能 で す 。 


1 曲 選 曲 の し が だ 


ボタ ン と ゅ また は << ボ タン を 同時 に 押す | 
| (P 7 が 表示 され ます ) 


・ 聞 いて いる 曲 の 頭 員 レ ・ 次 の 曲 の 頭 出し 
( 巻 戻 し 選曲 ) (早送り 選曲 ) 


H ロ 朋 


ブラ ン ( 曲 間 ) 2 


し 錠 1 ク 
今 聞い て いる ーー ペー の mm 


曲 の 頭 出し 生 中 


・ 選 曲 中 は LPLAY | 表示 が 京 滅 し ます 。 


の tsc に 再生 が 始ま り ま 


| まだ は ゅ wi ボタ ン を 押す 


・ 巻 戻し 選曲 ・ 早 送り 選曲 


< al < ァ > 1 


ai2 


周 次 の よう な お 場合 、 自 動 選曲 が 正常 に 動作 し な いこ と が あり ます が 、 改 障 で は 
あり ませ ん 。 

・ 音 楽 で ビア ニッ シモ の 部 分 ( 音 が 非常 に 小さ い 部 分 ) が 長く 続く 曲 や 、 曲 中 に 
無 録音 部 分 が ある テー ブ 。 

・ 曲 間 が 短い テー プ 。 

・ 曲 間 に 雑 音 ( ハ へ) な ど が 銀 音 され ね て いる テー ブ 。 


・ 今 聞い て いる 曲 の 頭 出し 


多 曲 選曲 の し か だ (前 後 99 曲 ) 


7 ソン ボタ ン と ゅ まだ は << ポ タン を 同時 に 押す 


7 が 表示 され ます ) 


・ 次 の 曲 の 頭 出し 


( 巻 戻 し 選曲 ) (早送り 選曲 ) 


MUSIC SCAN MUSIC SCAN 
ee 


2 Svoob 


選曲 動作 中 に ゅ we まだ は 44 ボ タン で 曲 数 を 設 
定 す る (リモ コン の 場合 も ゅ まだ は 4 ボタ ン を 使う ) 


ーー 


どど が 表示 され ます 。 
ブラ ン ( 曲 間 ) 


に D E 走行 記 向 


2 


2 つ 前 の 曲 の 場合 


どり コガ が 表示 され ます 。 


ブラ ン ( 曲 間 ) 


C 走行 方 向 


再生 中 
続け て 押す と 前 後 99 曲 まで の 多 曲 選曲 が で きま す 。 


希望 する 曲 の 頭 を 検出 する と 自動 的 に 再生 
が 始ま り ま す 


抽 守 妹 音 ・ 目 覚 し 再生 


@ 市 販 の オー ディ オタ イマ ー を 使 つ て 、 お 好き な 時刻 に 録音 まだ は 再生 が 楽し め ま す 。 
@ お 使い に な る 前 に 、 ダ イマ ー の 取扱 説明 書 も 併せ て ご 覧 くだ さい 。 
@$ ツメ の 折れ て いる カセ ツ ト で は 負 守 録音 で きま せん 。 


AC100V、50/60Hz 
家庭 用 コン セン ト 


回 エコ ーーーー 


@$ ツ イマ ー こ と の 接続 の し が だ 


オー デイ オダ タイマー 部 


※ ダ イマ ー で ON/OFF す る 機器 の 電源 スイ 


ッ チ は ^ON" の 状態 に し て お きま す 。 アン プ の 「AC コ ン セ ント 」 へ 


目覚 し 再生 する に は (ツイ マー 再生 ) 


留守 録音 する に は (マイ マー 録音 ) 


@ ツイ マー ビ 接 続 し だ 機器 の 電源 スイ ツチ が 、 す べ で “ON" に な つて いる が 確認 し ます 。 
@ ツイ マー を 操作 し て 首 機 器 の 電源 を 入れ ます 。 


= 順 


福 タイ マー の 操作 


@ アン プ の ソー ス セ レフ ター を TUNER こ に しま | @ ア ンプ の 音量 を 調節 し ます 。 
(o 信 テー ブ 有 再生 の モー ド 隊 レ よ lg 膨 
e 録音 し だ い 放送 局 を 受信 し ます 。 


リク ッッ チラー ナー 
の 操作 


e 録音 用 テー プ を 入れ 銀 音 の た め の 操 作 を レ し ま | e 間 きた だ い テ ー プ を 入れ 再生 の だめ の 操作 を し | 
lo に 2 (0) ページ 参 照 の 6 に / [8] ペ ー ジ 参照 | 


< デッキ の 操作 


@$ ツ イマ ー を 操作 し 、 銀 音 や 再生 の 開始 時 刻 と 、 終 時 刻 を 予約 し ます 。 
錠 紀 ける と き は 前 後に 1 分 程度 の 奈 容 を と つて ぐだ さい 。 
@ 接続 し た 将 機 器 の 電源 が 切れ だ こと を 確認 し ます 。 


@ 夫 タイ マー の 操作 


@ ツイ マース ズ スイ ツチ を "REC" に し ます 。 @$ ツイ マー スズ スイ ツチ を “PLAY" に し ます 。 


TIMER TIMER 
REC_OEF PLAY REC _OEF PLAY 


ツイ マー を 合わ せ だ 時 刻 に "録音, が スタ ー ト | @ タ イマ ー を 合わ せ だ 時 刻 に 「 再 生 」 が スタ ー ト | 
し すず 。 し レ し ます 。 [ 


5 テッ キ の 操作 


和 
ー 
E 
具 
し 


園 密 守 録音 する と き は 、 リ ー ダ ー テ ー プ の 部 分 (テー プ の 始め の 録音 で き な い 部 園 ツ イマ ー で 電源 が 切れ る と 、 カ ウン ター 数 字 は . り が に リセ ッ ト さ れ ま す 。 
分 ) を 巻き 取 つ て お いて ぐだ さい 。 
園 使 い 終わ つ だ ら TIMER ス イツ チ は 、 必 ず \OFF? に し て お いて ぐだ さい 、。 


ーー 1 
ア や 


還 
つう 


有 | 


コン ピュ ユリ 


ン ン 
コン ビュ リン グ こ と は 


単品 コン ポー ネン ト で あり な が ら 、 一 体型 コン ポ ボ の よう な 簡単 操 
作 を 可能 に し た の が 、 コ ン ピ ュ リ ンク ・ リ モー ト ・ コ ント ロー ル ・ 

シス テム ( 略 称 : コン ピュ リン ク ) 機 能 で す 。 で で に か 3 まだ 
は KC1 締 子 を 持つ 名 機 器 を 相互 に 接続 する こと に より 、 
簡単 操作 が 実現 で きま す 。 


接続 


別売 の の 接続 コー ド (CN-120A) 


カセ ツ ト デ ツキ DCC デ ツキ 
TD-V515 ZD-V919 


E 


〇 の 

ウロ 

\! 

M| 
1 円 


当社 製品 の コン ピュ リン ク に は 、「 コ ン ピ ュ リ ン フ 3 」 と 「 コン ビュ ユ 
2 の ま も が ガ が あ お のり ま 9 ニニ に の 3 は 、 コル 証 1 に 
一 部 の 機能 を 追加 し だ も の で 、 互換 性 が あり ます 。 


0 ao) 
DAT デ ツキ の 
いずれ か 1 つ 


シン クロ 銀 音 
ソー ス の 再生 開始 に 同期 し て 録音 が 自動 的 に 開始 し ます 。 


コン ピュ リン の 種類 の 見 分 けが だ 


製品 背面 の 端子 に 表示 され て いま す 。 だ 
と ど え ば 、 で こと 表示 きれ て い 
る 製品 は 、 コン ピュ リン ク 3 に 対 庫 し て 
陣 且 き e 記 


〇 
(00 
〇 


(COMPU LINK- 3 
SYNCHRO 


い 


操作 の し か だ 


'@ シン クロ 録音 する に は 


ソー ス 機 器 録音 する 側 の 機器 
CD プレ ー ヤ ー 

DCC デ ツキ 

の 双 ツ チッ テキ 


ダー、 DAT デ ツキ 


まだ は MD レコ ー 
の いずれ か 1 つ 


例 : CD プレ ー ヤ ー ュ カセ ツ ト デ ッ キ 


CD プレ ー ゼ ヤー に CD を 入れ る 
・ プ ログ ラム ハ 順 に 録音 し だ を いと き は プロ プラ バハ する 。 


デ ツ キ に 録音 用 の テー プ を 入れ る 


デ ツ キ の O と ll ボタ ン を 同時 に 押し て 「 銀 音 ・ 
一 時 停止 」j じ する 
・ め ず 停 止 状 態 が ら 操 作 9 る 。 


CD プレ ー ヤ ー の PLAY ボ タン を 押す 
・ CD の 演奏 と デ ツ キ の 録音 が 自動 的 に スタ ー ト し ます 。 


園 CD を プロ プラ ム す る と 、 シ ンク フロ 録音 中 の 曲 間 に は 約 4 秒 の あき が 自動 的 に 
作ら れ ま す 。 


5 入れ の し が だ 


ヘッ ツ ド 部 と キヤ プス タン 、 ピン チロ ー ラ ー は 常に テー プ が 接 醒 し 
て 走り ます ガ ら 、 磁 粉 や ゴミ 、 ホ コリ な ご ど が 付着 し て よごれ て き 
ます 。 よ ご れ が ひど ぐ な る と 


Fe NI/ 
に | O 1 

@ 録音 が できない 。 同 回 

e 前 の 音 が 消え な いで 残る 。 | 月 


な どの 症状 が で ます 。 大 切な 銀 音 を 失敗 し な い だ め に も 、 症状 が 
で て ぐる 前 に 、 定 期 的 ( 約 10 時 間 使 う ご と ) に ヘ ツ ド 部 を 清掃 し て 
ぐだ さい 。 


@ 清掃 の 目安 (こん な と き は 清掃 を ) 

キヤ プス タン や ピン チロ ローラー に テー プ 走 行 の 跡 が 残 つ て 見 える 
と き は 、 ヘ ッ ツ ド 部 の 清掃 が 秘 要 で す 。 

@ 清掃 の し か だ 


ヘッ ドク グリー ナー( 綿 棒 ) に 無水 アル コー ル を し み 込 ませ て 、 ヘ ツ 
ド や キヤ プス タン 、 ピン チロ ー ラ ー な どの よごれ を ふき と り ま す 。 


編 棒 


キヤ プス タン キヤ ブス タン 


ss 
(な し で 
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IN- 旭 』 内 起 2 | 
NN グー / に へ 。 バハ \ / 
消去 ヘッ ツ ド 再生 ヘッ ツ ド 
ピン チロ ロー ラー 音 ヘ ツ ド ビン チロ ー ラ ー 


この 場合 、 内 部 に つい を アル コー ル な ご ど が 十分 に 乾い て が ガ ら カセ 
ツ ト デ ー ブ を 作れ て くだ さい 。 

な お 、 別 売り の ツリ ー ニ ング キッ トド (CK-1A 型 ) は クリー ナー 液 ・ 綿 
棒 な ご が セツ ト に な つて いま す の で 清掃 に 便利 で す 。 


ヘッ ド の 消 磁 


長い 敵 本 機 を 使 つ て いる と 、 テー プ の あ だ る 金 属 部 分 が 磁気 を 帯 
びる こと が あり ます 。 ま だ ヘッ ツ ド 部 に 磁気 を 帯び だ 金属 (ドラ イ バ 
ー な ど ご) を 近づけ ます と 同じ よう お 支障 が 起こ り ま す 。 ヘ ツ ド 部 が 
雄 人 され る と 「 サー」 と いう 雑音 が ふえ だ り 、 大 切な お 録音 済み テー 
ブ プ の 高音 が 消さ ぶれ だ り し ます 。 

ヘッ ド や 、 テー プ の あ だ る 金 属 部 は 、 市 販 の ヘッ ド 消 磁器 で 20> 
30 時 間 使 うつ ご と に 消 磁 し て ぐだ さい 。 

本 機 は カセ ツ ト タ イプ の 消 磁 器 も お 使い に な れ ま す 。 

この 場合 、 ア ンプ の 音量 つま み は 絞 つ て ぐだ さい 。 音量 つま み を 
絞ら ず に お 使い に な り ま す と アン プ や スピ ー カ ー に 悪影響 を 号 え 
る こと が あり ます 。 

放し く は ヘッ ツ ド 消 磁 突 の 説明 書 を ご 覧 べ だ さい 。 


キヤ ビ ネ ツ ト の 清掃 


キヤ ビ ネ ツ ト が よごれ だ ら 中 性 
洗剤 な ど ご で よごれ を 落し 、 が わ 
い だ 布 で ふき 取り ます 。 

ジン クー の ペッ タン / ご でき 
ます こと 、「 ひび 割れ 」 や 「 変色 」 を 
起こ ご すこ と が あり ます の で 使用 
し レ 8UUC こ だ さあ し 


さ 
は 
ハ 
+ 
の 
し 
ガ 
だ 


園 エ キヤ ビ ネ ッ ツ ト 等 の 清掃 に 化学 ぞう きん を お 使い じ な る と き は 、 そ の 注意 書 に 
従 つ て お 使い くだ さい 。 
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こん な とき は 


カセ ツ ッ ト デッキ の 具合 が 悪い と き 故 障 ひ な や と 思 つ だ ら ……… 


修理 を 依頼 を きれ る 前 に 、 ま ざ 次 の 項目 を お 確 ひ めぐ くだ さい 。 
それ で も 直ら な いと き は 故障 に よる こと が 考え られ ます の で 、 お 買い 上 げ の 販売 店 、 ま だ は ビク ター サー ビス 突 品 まで ご 連 給 ぐだ さい 。 


症 状 原 処 軒 3 


吉 源 が 入る と 再生 (録音 ) が ス | ・TIMER ス イッ ツチ が *PLAY( ま だ は REC)* に | ・ タ イマ ー 有 再生 (録音 ) し な いと き は `OFF* の 
ダー ト す る 。 た SC し 2 の 0。 7 語 泊 トン お うる Sa 


・ カ セツ ト の ツメ ( 誤 消 去 防止 用 ) が 折ら れ ・ テ ー プ を 交 損 する ガ 、 録音 内 容 を 消し て 
CU2Do も よい 場合 は ツメ の 穴 を セロ ハン テー プ 
音 が で き な い 。 で ひさ ぐ で 。 
・ 録音 し だ た い ソ ー ス と CD DIRECT ス イツ チ ・ 録 首 し だ た い ソ ー ス に 合わ せ て 選択 する 。 
合 つ て いな い 、。 | 


| パタン が \ る 。 タ ・ 一 時 人 人 
テー ブ ガ が 直行 し な い 。 ICPAUSE) ボ タン が 押さ れ て いる ぁ (再生 ) ボ タン を 押し て 一 時 慢 目 を 懇 除 
する 。 
ーー - ピン コー ドガ 正 し ぐ 接 続き され て いな い 。 | ・ 奥 まで し つか の 差し 込む 。 
AT クノ さ っ エボ / 
ティ ーー は 十 行 する だ 再 主 章 ダ | . コン ピュ リン ク の コー ドガ 外れ て いる 。 | ・ 正 し 接続 する 。 中 


で な い 。 


・ ア ンプ の 音量 つま み が 最 小 に な つて いる 。 | ・ 適 当 な 音量 に 調節 する 。 


" テー プ を 交換 し レ て みる 。 


・ 曲 間 の ブラ ンク が 短 す ぎる (3 秒 以 下 )。 
まだ は ブラ ンク 部 分 に 雑音 が 多い 。 


MUSIC SCAN( 自 動 選 曲 ) が う 
まく 動作 し な い 。 


ヘッ ツ ド 、 に に ES の 補 ノ フス タン 5 2 ミュ ミッ シン ン す る 。 


が 汚れ て いる 。 


音 が 小さ い 。 
音 が ふる え だ い の 途切れ る 。 


* の ド を 消 磁 する 。 


・ ヘ ツ ド が 磁化 され て いる 。 
(録音 ・ 再 生 ヘ ツ ド ) 


「 サ ー」 と いう 雑音 が 聞こ える 。 
_ 高音 が 消さ れる 。 


・ 消 去 ヘ ッ ド が 活 れ て いる 。 2 間 ペ に な の リー 9 す 98。 


前 の 録音 が 消え な いで 残る 。 


音質 が 良 こない 。 ・ NR の モー ド 設 定 が 違う 。 . 録音 時 の モー ド に 合わ せ て 再生 する 。 


(高音 ガ び で な い 。) 


- デッキ を アン プ の 上 まだ は 下 に じ ガ に 置 | ・ ア ンプ ガ ら 難し て 設置 する 。 


いて いる 。 


雑音 (ハハ \ ム 音 ) が で る 。 


本 機 の 操作 に つい て 


本 機 は マイ クロ コン ピュ ユー ター の 働き で 、 多 く の 動 作 を 行 な つ て ・ 大 切な 録音 の 場合 は 、 邊 ず 事 前 に 試し 録音 を し て 正常 に 録音 さ 
お り ま す 。 各 項 目 の 説明 文 ・ 注 意 文 を 、 よ ぐ お 読み に な つて 正 し れ て いる が お 確 す めぐ くだ さい 。 
ぐ お 使い くだ さい 。 ・ 万 一 、 本 機 お よび カセ ツ ト テ ー プ な ご の 人 不具合 に より 、 正 常に 
操作 に よ つ て は 正常 な 動作 を し な いこ と が あり ます が 、 ご この よう 録音 され な が つた だ り 、 再 生 で き な ぐ な つ だ 場合 、 そ の 内 容 の 神 
な と き は 一 度 電源 を 切り 、 再 び 電 源 を 入れ る と 正しく 動作 し ます 。 償 に つい て は ご 人 容赦 くだ さい 。 


8 


周 本 機 を 極端 に 寒い と ころ ガ ら 暖か い 場所 へ 急 に 移し ただ とき 、 正 常に 動作 し な 
いこ と が あり ます 。 
これ は 本 機 の 内 部 に 忠 ( つ ゆ ) が 発生 し た だ めで 、 数 時 間 し ます と 正常 に も ど 
り ま す 。 


保証 こ ア フ フタ ダー サー ビス 読み < な さい) 


補修 用 性 能 部 品 の 最低 保有 期間 


最低 保有 期間 は 、 


Si2ioicvnr 


oto 
| い 。「 お 買い 上 げ 日 ・ 販 売店 名 」 等 の 記入 を お 確か め の | 
mv 大 切 に 保管 し て < | 
| だ さい 。 


保 証 期間 
お 買い 上 げ の 日 ガ ら 1 年 間 


修理 に 関す る ご 相談 や ご 不明 な 点 は 


mm BE の 
| 製造 打 切 り 後 8 年 で 9。 


この 期間 は 、 通 産 省 の 指導 に よる も の で す 。 


| 補修 用 性 能 部 品 と は 、 そ の 製品 の 機能 を 維持 する だめ 
| に 政 要 な 部 邑 で す 。 


修理 に 関す る ご 相談 は 、 お 買い 上 げ の 販売 店 まだ は 別紙 の 「 ビク フタ ー サ ービス 窓口 案内 」 を ご 覧 の うえ 最寄り の サー ビス 窓 | 
に お 問い 合わ せ ぐ だ さい 。 [ 


- 修理 を 依頼 され る と き は 。 。 出張 修理 


08} ペー ジ の 「 こ ん な と き は 」 に 従 つて お 調べ こく ださい 。 そ れ で も な お 異常 の ある と き は 、 使用 を 中 止 し 、 お 買い 上 げ の 販 | 
売店 まだ は ビク ター サー ビス 窓口 に 修理 を ご 依頼 くだ さい 。 


dy お YE テ % - 昌和 
1 ニ 1 M 4 
| 保 証 期間 中 は | ( 償 証 期間 が 過ぎ て いる と き は に 
ーー と 25 た 

| 修 埋 に 際 し まし て は 保証 書 を ご 提示 くだ さい 。 修理 すれ ば 使用 で きる 場合 に は 、 お 客 様 の ご 要望 に より 修 | 


保証 書 の 規定 に 従 つ て 販売 店 が 公 理 させ て い だ だ きま す 。 埋 さ せ て い だ だ きま す 。 


ご 連絡 し て い だ だ きだ い 内 容 修理 料金 の 仕組 み 


改 障 し だ 製品 を 正常 に 修 節 する だ め の 料 金 で す 。 技 
投 術 料 | 術 者 の 人 件 費 、 技 術 教育 費 、 測 定 機器 等 設備 費 、 一 
般 党 埋 費 等 が 含ま れ て いま す 。 


[auEg 和 | 月 日 


の ここ T 
修理 に 使用 し だ 部 品 代金 で す 。 そ の 他 修 理 に 付帯 す 
る 部 材 等 を 含む 場合 も あり ます 。 


此 pn の ある 場所 へ 技術 者 を 派遣 する だ め の 費 用 で す 。 
別 述 、 往 車 料金 を い だ だ ぐ く 場 合 が あります 。 


出張 料 


便利 メモ | お 買い 上 げ 店 名 


園 保守 ・ 点 検 
本 機 の 性 能 を 維持 する だ め 、 長 時 間 連 続 し て お 使い に な る 場合 、 お よそ 1 年 使 
用 を めど に 「 保 守 ・ 定 期 点 検 」 を 受け る こと を お 勧め し ます 。 な お この 時 間 は 
使用 環境 (温度 、 湿 度 、 ホ コリ ) 等 に 左右 され ます 。 詳 し く は 、 お 買い 上 げ の 
販売 店 に ご 相談 くだ さい 。 1 


と の @ う 


の 0 の ノラ ツチ 5 


@ 早 人 巻 時 韻 


@ 周 波 数 特 性 : 


(一 20QB 銀 昔 ) 


@ 周 流 数 範 囲 .: 


(一 200B 銀 音 ) 


@ つ N  。 


@ ひ ず み 率 : 
レー デ ション 


@ チ ヤノ ネル セパ 
あの 各 欠 ドー 
@ 入 、 力 


洋 


22 
子 
@ 出 力 端 


@ そ の 他 の 上 貢 


人 @ 電 源 : 
・ 20W( で 電気 用 品 取 締 法 基準 ) 


@ 消 費 電 力 


@ 最 大 外形 寸 法 . 
@ 雷 量 : 


0 の た 2 ソト ッ ャ スラ レス 
2 肖 款 (2 キジ ウツ リノ モラ イト 1 


録 昔 (メタ バ パーム : PCOCC 巻 線 )X 1 (コンビネーション 


再生 (メタ パー ム : PCOCC 状 線 )X 1 


・ キヤ プス タン 用 0 〇 ソリ ルス サー ボ DD)X 1 


リー ル 用 (DC)X 1 

メカ ニズム 駆動 用 (DC)X 1 

* 土 0.06%W・P6e8aK 
0.035%WRMS 


・ 約 100 秒 (ビー60) 


2 2 放 ダー 6 と 20.000 和 2 90 
ハイ ポジ ショ ン テ ー プ : *45Hz18,000Hz 土 3QB 
グー ルデン 6 し ZS0.000F 2 ド 00 
以 る ルル チチ テン 0 テグ (000 

た イボ ポ シ ョ ショ シテ ー ノ 、 0 の 00.000MM 

ジー マル プー ン ノン 102000M 
89000W1D、 メ タル テー ノリ) 


61QB(A.WTD、 315Hz、3% 3 次 高調 波 ひ ずみ 率 、 


2 トル チー ッッ 


DOLBY B NR ON 時 1 KHz で 5QB、5 KHz 以上 で 10QB 向 上 
DOLBY C NR ON 時 500Hz で 約 15dB、1 KHzZ10KHZ で 最大 20dB 向 上 、 


MOL 改善 効果 10KHZ で 4 QB 向 上 


0.7%(315Hz、0 VU、3 次 高調 波 ひ ずみ 率 、 メ タル テー ブ ) 


40dBC1 KHZ) 


: 60QB( 1 KHZ) 
: COD ダ イレ クト <X 1 系 統 ) : 60TmVC0 VU、 入力 イン ピー ダン ス 50K62) 


AC100V、50/60HZ 共 用 


電源 ^ つ 1「ANDBY( 切 7 時 5.6W 
"43o(W う X133(HDX332(D2Tmm( 足 ・ つ まみ 薔 び ) 
DO.2K 


LE ニノ /(RIM に NN1045) 


| ・ 単 3 形 乾 電池 (動作 確認 用 ) 


ライ ン (X 1 系 統 ) : 80mVC0 VU、 入力 イン ピー ダン ス 50kG) 
: ライ ン (X 1 系統 ) : 300mVC0 VU、 出 カ イン ピー ダン ス 5kG) 
ヘッ ツ ド ホン (〈X 1) "0 一 1mW/ 8 QC0 VU、 適合 イン ピー ダン ス 8 Q~ 1 KG) 


: コン ピュ リン シンク 3 / シ ング ロ KX 2 ) : 弊社 の CD プレ ー ゼ ジー と シン グロ 銀 音 可能 


@ * 印 は 日 本 電子 機械 工業 会 (EIAJ) 規 格 に 定め られ だ 測定 万 法 に よる 数 値 で す 。 


Sb WICLO『 


= 還 ョ er ラキ 
日 札 ピ ダー 要 式 宮 社 
お 客 様 ご 相談 セン ター 
〒113 東京 都 文 京 区 本 郷 三 丁目 14 番 7 号 ビ フ クマー 本郷 ビル 電話 (03)5684 一 9311 
〒543 大 阪 市 天王 寺 区 小橋 町 10 番 16 号 大 阪 ビ フタ ー ビ ル 電話 (06) 765 一 4161 


オー デー イオ 事業 部 
〒3/1 群馬 県 前 橋 市 大 渡 町 一 丁目 10 番 地 の 1 


電話 (027251 一 4231 (大 代表 ) 


VNG2341-001M 
1193(O) 


